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分離・精製の分野における多孔体の利用

多孔体による液体やガスの種別分離は、蒸留と比べて省エネです。
これまでの多孔体による分離は、台所の笊のようなイメージです。

分離精製

40%その他

60%

化学工業全体に占める

エネルギー消費の内訳 × 〇

既存



結晶性高分子P4MP1による分子の選択的な吸蔵

長鎖アルカン優先吸蔵現象を発見しました。既存の多孔体を用いた分離法とは異なる原理によ
るのではないかと考えています。

■ 蒸留や既存の多孔体による液体・気体分離とは異なる分離の原理を提唱

■ この系は、炭素(C)と水素(H)の単結合のみで構成されているところが面白い

■ 分子間の引力（ファンデルワールス力）だけでは、このような強い選択性は説明
できないと思われる
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高分子P4MP1

嵩高い側鎖を持つ結晶性高分子です。
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別の高分子(SPS)による同様の現象の報告

シンジオタクチックポリスチレン(SPS)膜で、同様の現象の報告がありました。
しかし、SPSは脆くて分離膜としては難点がありました。

■ 脆い。分離膜としての利用が難しい。
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P4MP1を分離膜に用いる優位性
耐熱性、耐薬品性、膜の剥離性、膜の作製の容易さ（単なるアズキャスト
膜でよい）、最安定の構造がそのまま利用可能

■ ポリオレフィンなので、耐熱性
（235℃）、耐薬品性がある

■ 膜の剥離性が良く、大面積で丈夫な
フィルムが得られる

■ 膜の作製が容易で、単なるアズキャス
ト膜が分離膜になる可能性

■ SPSの場合は多孔の状態が準安定状態
だが、P4MP1だと最安定状態なので、
引張や圧力、温度などに対して堅牢で
ある
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